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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本人間工学会（JES）及び

一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
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人間工学－手作業による取扱い－ 
第 1 部：持ち上げ，持ち下げ及び運搬 

Ergonomics-Manual handling-Part 1: Lifting, lowering and carrying 
 

序文 

0.0A 一般 

この規格は，2021 年に第 2 版として発行された ISO 11228-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

0.1 概論 

ISO 11228 シリーズでは，様々な動的な手作業による取扱いタスクに関する人間工学的な推奨事項を扱

っている。このシリーズは，作業，職務及び製品設計に関わる設計者，雇用主，雇用者及びその他の関係

者に情報を提供する。静的姿勢の評価に関する情報は，ISO 11226 で提供している。 

注記 対応国際規格では，静的姿勢の評価に関する情報を ISO 11228 で提供していると記載されている

が，明らかな誤記であるため，ISO 11226 と修正した。 

筋骨格系障害は，世界共通の産業保健上，最も頻度の高い障害の一つである。この規格におけるリスク

アセスメントのモデルは，手作業による荷物取扱いタスクに関連するリスク推定を可能にする。それは，

手作業による取扱いタスク及びその実行に使う時間に関連するハザード（好ましくない条件）を考慮する。

好ましくない条件の要因には，取り扱う対象物の大きさ及び質量，作業姿勢（例えば，ひねり，曲げ，過

度なリーチ），物の持ちやすさ，並びに手作業による取扱いの頻度及び時間が含まれる。これらのいずれか

の好ましくない条件が，単独で又は組み合わさって，ハザードな取扱い活動となり，筋骨格系障害のリス

クを増大させる場合がある。そのため，取り扱う対象物の安全な推奨質量上限を決める際にこれらの要因

を考慮する。 

この規格における安全な推奨上限の決定法は，四つの主要な研究アプローチ，すなわち，疫学，生体力

学，生理学及び心理物理学のアプローチによるデータを統合したものである。 

0.2 人間工学アプローチ 

0.2.1 一般 

人間工学は，人間の安寧及びシステム全体のパフォーマンスの最適化という特定の目標を追求する。こ

れは，タスク，職務，生産，環境及びシステムの設計及び評価を通じて，人々のニーズ，能力及び限界に

それらを適合させて達成する。特別な配慮が必要な人も含めて様々な特性をもつ作業者のニーズに応える

ため，可能な限り幅広い人に対応できるよう，作業システムの設計又は変更に努めている。そのため，個


